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第5表　艮花率および株当たり切花数

　　　 区 別

項 目

在 来 1 在 来　 皿 在 来 Ⅲ 在 来 Ⅳ ウィルスフ リー 苗

良 花　 不 良 花 良 花　 不 良花 良 花　 不 良 花 良 花　　 不 良花 艮 花　 不 良花

小　　 計

44 2 9 0　　　 1 1 2 d 2　　　 1 5 2 2 5　　　　 7 2 7 5　　　　　 9 5 4 8　　　　　 7

4 5 2 7 5　　　 2 9 2 4 2　　　 2 2 2 1 8　　 1 8 2 1 2　　　 2 0 2 9 2　　　 1 7

（本 ） 4 6 2 5 1　　　 2 1 2 8 5　　　 1 d 2 5 7　　　 2 2 2 4 2　　　 5 0 5 0 1　　　 2 4

合　　 計

44 5 0 1 2 7 5 2 5 0 2 8 2 5 5 5

4 5 5 0 2 2 8 5 2 5 4 2 5 2 5 0 9

（本 ）
48 2 7 2 5 0 1 2 5 9 2 7 2 5 2 5

良　 花　 率

4 4 9 °．5 9 5．5 9 7 0 9 6．8 9 8．0

4 5 8 鼠 4 9 1．0 9 2．7 9 0．d 9 4．2

（痴） 4° 9 1．6 9 4．4 9 0．7 8 7 8 9 2．0

株 当た り切花 数

4 4 1 5．1 1 5．8 1 1．5 1 4．1 1 ス8

4 5 1 5．1 1 5．5 1 1．7 1 1．d 1 5．5

（本 ）
4 8 1 5．8 1 5．1 1 5．0 1 5．8 1 ふう

第4蓑　首曲り発生数　　　　　（20株当たり
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第2図　下葉の枯上がり時期

】

月 年

在 来 l 在 来 皿 在 来 Ⅲ 在 来 Ⅳ ウィノースフリー膚

4 4　4 5 4°4 4 4 5 4°4 4 4 5 4‘4 4 4 5 46 4 4　 4 5　4 8

1 0 1 1 □ D　 O O 1　 0　 0 1　 0　 0 O　 D　 O

1 1 5　 1 2 1　 0 1 5　 1 1 2　 2 1 0　 1 1

1 2 8　 5 1 8　 4　0 1 0　 0　 2 9 1 1 0　 1 1

1 2　 5 1 1 2　 4　2 1 4　 5　 2 1 0　 1 4 5　 2　 1

2 5　 5　 4 5　 7　2 5 1 1　 5 2 14　 5 5 1 4　 2

5 d　 7　 2 2 （i 2 2　 8　 4 4　 5　 5 5　 7　 2

4 7　 1 1 9　 1 0 4　 4　 0 5　 4　 5 5　 1 1

計 5 0 1 9　 9 5 7 2 2　7 5 9　2 5 14 5 5 5 7 1 7 14　5°　 8

4　む　　す　　ぴ

1在来百の切花品質では花茎，茎径に差が認めら

れる。

2　時期別の採花量は在来各苗ともはば同様の傾向

を示した。

5　在来苗の中では高柳地区苗が良系統と考えられる。

4　ウィルスフリー宙は品貨収量とも優れているが，

品質は年次で低下する。

ミチノクヒメユリの切花貯蔵に関する試験
三浦　孝雄・勝木　謙蔵・岡崎　辛苦

（山形県園試）

1　ま　え　が　き
期間が短く，産地で規模拡大と市場対策上，出荷期の

拡大が望まれている。したがって，促成および抑制栽

ミチ′クヒメユリは，いっせいに開花するので出荷　　塔の技術確立と新品種の育成による作孝の移動も検討
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中であるが，さしあたり切花の冷温による貯蔵につい

て，1969年から一連の実験を試み，貯蔵の適条件を

明らかにした。

2　試験方法および結果

実験1　貯蔵温度と花の進みとの関係（1989）

貯蔵温度は切花　の日持ちや貯蔵日数を決める主

な要田と考え，卯り取った花の鮮度を落とさず，しか

もつぼみの熟度を進めないような温度条件を確かめよ

うとした。

（1）処理

貯蔵温度は，2℃，8℃とし，外に21℃の花ぴん

ざし区を設けた。貯蔵花は現地で7月5日に集荷した

ものから選び分け，1処理20本2反覆で供試した。

包装は束ねた卿花を2時間水あげしたあと新聞紙で包

第1表　貯蔵温度と花の進み

み，厚さ0．05mのポリ袋に入れ封をした。

貯蔵は7月4日から1週間行い，庫内の湿度を75

～80珍に保ち温度の振れを士1℃にとどめた。出庫

後はポリ袋を除いて水あげし，外気温にならしながら

出荷用のダンボール箱に詰め，25℃常温の室内に保存

した。

（2）結果

貯蔵中の花の進み具合は2℃で遅く，8℃では全

らい数の22・5多が開花した（第1表）。

さらに出庫し常温に5日置くと，2℃で咲き始め8

℃では著しく花が進んでしまい結果が良くない。

出庫時の鮮度はいずれも見た目で入庫前と変わりが

なく，常温に移し5日を経過するころからわずかに葉

色のあせる傾向がみられる。

入　 庫　　 前 出　　 庫　　 時

色 づ き 固　　 い
計

開 花 した 色　 づ　 き 固　　 い 開 花 した 色づきした 固　　 い

つ ぼ み つ ぼ み つ ぼ み 率 つ ぼみ 率 つ ぼ み 率 つ ぼ み 率 つ ぼ み 率 つ ぼ み 率

コ ＝l ＝l 　 多
0
　 留
る2．5

喀 感 蕗
2 5 1 7 4 0 5 7 5 エ5 7 7 5 1 5．0

2 2 1 8 4 0 2 2．5 5 エ5 2 0．0 5 ス5 4 2．5 0

2 5 1 7 4 0 4 2．5 4 2．5 1 5．0

区

実験2　切花熟度と貯蔵性の関係（1970）

2℃の冷温で短期間貯蔵の可能なことを確かめた

が，入庫中の花の進みや出庫後の鮮度に切花熟度が関

与すると考え，つぼみの色づき状態から花を選択し，

貯蔵性を見ようとした。

（】）勉理

若切りと普通切り区に分け，‘月50日に貯蔵花

を切り取り，実験1と同じ方法で勉理し，7月1日か

第2表　切花熱度と貯蔵性

ら2℃で1週間貯蔵した。

ほ）結果

出庫したあと貯蔵花を常温に5日おいたが，やや

固いつぼみの若切りで貯蔵したものは，普通切り区に

比べ，つぼみの開きを押え花の進みが少なかった（第

2表）。貯蔵花の鮮度は，切花熟度による差がなく，

新たに切花したものと比べ，葉色のさめる感じをした

が，市場価値を損ねるようなものでない。

入　 庫　　 前 出　　 席　　 時
区

出　庫　5　日　後

色づ き 固　　 い
計
開花した 色　づ　き 固　　 い 開花した 色づきした 固　　 い

つ　ぼみ つぼみ つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率

＝l ＝l ＝l 喀 痴 喀 窃 喀 ヰ

7 5 8 d 5 0 2 1．5 7 8．5 0 5 5．8 8 8．2

18 4 4 ‘2 0 58，7 8 1．5 18．1 5 1．6 5 2．5

老化変色
程　　度

若　切　り

普通切り

実験5　貯蔵花の出庫後のならしと鮮度の関係

（1970）

出席後の外温が高いと貯蔵花の鮮度に大きく影響

するので，出庫時のならし温度を変えて生鮮さを保と

うとした。

り）処理

中温と常温ならし区を設け，d月50日に若切り

したものを，実験1と同じ方法で処理し，7月1日か

ら2℃で1週間貯蔵した。出庫時の中温ならしは15

℃の庫内に1日置いた後，25℃の常温にもどした。

外に対照区は出庫から常温の室内で処理した。

（2）結果

出庫時にいったん15℃の中温に落としたあと常

温にならしたものは，出庫から常温においたものと比
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ベ，わずかに花を進めるが外観の鮮度に差がなかった　を変えないために・ならしの効果が少ないと考えられ

（第5表）。これは鮮度を落さぬ範囲の貯蔵なので，　　る0

25℃前後の常温にさらしても，それほど急激に品質

第5表　貯蔵花の出庫時のならしと鮮度の関係

区

入　 庫　　 前 出　 庫　 時 出　 庫　 5　 日　 後

色づいた 固　　 い
計
開花 した色　 づ　 き固　　 い 開花 した 色づきした固　　 い 老化変色

つ　ぼ　み つ ぼ み つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率 つぼみ率 つぼ み率 つぼみ率程　　 度

中温ならし 8　コ 5 5　コ 6 5　コ 0 痴 5 1．7帝 d 8．5喀 4．8 痴 S R 7序 5 5．5喀 1

常温ならし1　 7 5 8 8 5 0 2 1．5 7 8．5 0 5 5．8 8 °．2 1

実験4　貯蔵日数と日持ちの関係（川71）

貯蔵花の日持ちは短期間の貯蔵ならさほど問題に

ならないが，貯蔵期間によってかなり違いがあると考

えられるので，出庫期を変えて貯蔵性を確かめた。

tl）処理

貯蔵期間は18日と50日の貯蔵区とし，7月5日

には場から若切りしたものを用い，実験1と同じ方法

で処理し，7月4日から2℃で貯蔵した0日持ち調査は

出庫24時間を経過した後花ぴんに生けて，品質の老

化変色程度から評価した。

第4表　貯蔵日数と日持ち

（2）結果

出庫後ダンボール箱に詰め24時間を経過した鮮

度は，18日貯蔵区でわずかに開花程度を進めるが，入

庫前と変わりがなく，しおれや老化による品質の低下

はなかった。50日貯蔵では，葉色が薄くなりしおれ

を生じた。これは貯蔵期間が長いので，入庫中に水分

のロスを伴い老化したことと，出庫期の外温が高く品

質を悪変した。

また，花ぴんざしは水あげが悪く，日持ちも劣り黄

変度を強めた。

区

入　 庫　 前 出 庫 後 の 保 存 条 件 鮮 度 お よ び 日 持 ち

色 づ き 固　 い
計 調 査 日

経 過
室　 温

溶 器 開 花 し た 半 頗 し た 腐 放 し た
計
老 化 変 色

つ ぼ み つ ぼ み 時　 間 内 温 つ ぼ み 率 つ ぼ み 率 つ ぼ み 率 程　　 度

1 8 日 貯 蔵

5 0 日 貯 蔵

＝l
1 5

1 2

コ
d 7

6 8

＝l
8 0

8 0

月 日

7 2 2

2 5

2 4

0

2 4

4 8

℃

2 6 ．0

2 8．0

2 8．7

℃

2 5．0

5 0．0

喀

1 8．8

痴

7 5

°．5

痴

1 8．8

7 5

2 5 ．1

0

0

1

2 5

8 ． 5

8

7 2

0

2 4

2 7 5

5 2 ．0

5 2 ．5

5 5 ．7

5 ．8

1 2 ．5

占．7

エ5

4 8 ．2

8 ．7

1 1．5

2

2

2

7 4 8 5 2 ．5 8 ．5 1 2 ．5 2 1．0 5

8 7 2 5 2 ．0 5，0 1 8 ．5 4 0．1 5

黄変程度　0　変わらない
1．　わずかにおとる

2．黄ばみが感ずる

5．黄変

5　む　　す　　び

貯蔵温度は8℃より2℃の方が花の進みを抑え結果

が良い。出庫後の鮮度は見た目に変わりがなく，常温

に移し5日を経過するころから，わずかに葉色のあせ

る傾向がみられる。貯蔵花は，つぼみの色づきがまば

らな若切りで出庫後の花の進みが少なく，やや長い貯

蔵にも耐える0

出庫後のならしは，いったん15℃の中温に落とし，

24時間置いて常温にもどしても品質に変わりがなく

効果がない。

貯蔵花の日持ちは7－18日の貯蔵で鮮度を低下せ

ず，出庫後の外温が25℃前後で経過しても，さほど

品質を変えないで，出庫5日程度は生鮮さを保つこと

ができる。

以上のことから，若切りして水あげしたものを新聞

紙を敷いたポリェチレンで包み，2℃の貯蔵温度で，

鮮度を落とさぬ短期貯蔵であれば安全である。


